鈴木泰教授略歴 by unknown
鈴
木
泰
教
授
略
歴
【
学
歴
︼
一
九
六
五
年
四
月
東
京
大
学
教
養
学
部
文
科
Ⅲ
類
入
学
一
九
七
一
年
六
月
東
京
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
科
卒
業
一
九
七
四
年
三
月
東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
国
語
国
文
学
専
門
修
士
課
程
修
了
︵
文
学
修
士
﹁
結
果
表
現
の
使
用
助
詞
ニ
と
ト
に
よ
る
相
違
﹂︶
一
九
七
五
年
三
月
東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
国
語
国
文
学
専
門
博
士
課
程
退
学
二
〇
一
〇
年
七
月
博
士
︵
文
学
︶
東
京
大
学
﹁
古
代
日
本
語
時
間
表
現
の
形
態
論
的
研
究
﹂
【
職
歴
︼
一
九
七
五
年
四
月
山
形
大
学
人
文
学
部
国
語
国
文
学
科
専
任
講
師
一
九
七
九
年
二
月
山
形
大
学
人
文
学
部
国
語
国
文
学
科
助
教
授
一
九
八
一
年
十
月
武
蔵
大
学
人
文
学
部
日
本
文
化
学
科
助
教
授
一
九
八
六
年
四
月
武
蔵
大
学
人
文
学
部
日
本
文
化
学
科
教
授
一
九
九
三
年
四
月
お
茶
の
水
女
子
大
学
文
教
育
学
部
言
語
文
化
学
科
教
授
二
〇
〇
三
年
四
月
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
・
文
学
部
教
授
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二
〇
〇
九
年
三
月
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
・
文
学
部
定
年
退
職
︵
東
京
大
学
名
誉
教
授
︶
二
〇
〇
九
年
四
月
京
都
橘
大
学
文
学
部
教
授
二
〇
一
〇
年
四
月
専
修
大
学
文
学
部
日
本
語
学
科
教
授
︵
～
二
〇
一
六
年
三
月
︶
一
九
八
七
年
三
月
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
︵
ブ
ラ
ジ
ル
︶
文
学
部
日
本
語
課
程
客
員
教
授
︵
～
一
九
八
八
年
三
月
︶
二
〇
〇
三
年
十
月
ア
ン
カ
ラ
大
学
︵
ト
ル
コ
︶
集
中
講
義
二
〇
〇
九
年
三
月
北
京
日
本
学
研
究
セ
ン
タ
ー
︵
中
国
︶
派
遣
教
授
︵
～
七
月
︶
【
学
会
及
び
社
会
に
お
け
る
活
動
等
】
現
在
所
属
し
て
い
る
学
会
︵
日
本
語
学
会
・
日
本
語
文
法
学
会
・
訓
点
語
学
会
︶
二
〇
〇
〇
年
四
月
日
本
語
文
法
学
会
評
議
員
︵
～
二
〇
〇
九
年
三
月
︶
二
〇
〇
〇
年
六
月
日
本
語
学
会
評
議
員
︵
～
二
〇
一
八
年
五
月
︶
二
〇
〇
一
年
六
月
国
語
学
会
編
集
委
員
︵
～
二
〇
〇
四
年
五
月
︶
二
〇
〇
二
年
六
月
国
語
学
会
評
議
員
選
挙
管
理
委
員
長
︵
～
二
〇
〇
三
年
五
月
︶
二
〇
〇
二
年
七
月
日
本
語
文
法
学
会
編
﹃
日
本
語
文
法
事
典
﹄
編
集
委
員
︵
～
二
〇
一
四
年
七
月
︶
二
〇
〇
四
年
四
月
日
本
語
文
法
学
会
会
長
︵
～
二
〇
〇
七
年
三
月
︶
二
〇
〇
六
年
六
月
日
本
語
学
会
理
事
︵
～
二
〇
一
二
年
五
月
︶
二
〇
〇
九
年
六
月
日
本
語
学
会
会
長
︵
～
二
〇
一
二
年
五
月
︶
二
〇
一
一
年
四
月
財
団
法
人
博
報
児
童
教
育
振
興
会
日
本
語
海
外
研
究
者
招
聘
事
業
審
査
委
員
︵
～
二
〇
一
四
年
三
月
︶
二
〇
一
二
年
六
月
日
本
語
学
会
編
﹃
日
本
語
学
大
事
典
﹄
編
集
参
与
︵
現
在
に
至
る
︶
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二
〇
一
四
年
十
月
日
本
学
術
会
議
連
携
会
員
︵
～
二
〇
二
〇
年
九
月
︶
二
〇
一
五
年
四
月
専
修
大
学
人
文
科
学
研
究
所
所
長
︵
～
二
〇
一
六
年
三
月
︶
二
〇
一
五
年
六
月
日
本
語
学
会
理
事
︵
～
二
〇
一
八
年
五
月
︶
二
〇
〇
〇
年
五
月
国
語
学
会
春
季
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
基
調
報
告
﹁
日
本
語
研
究
の
新
世
紀
日
本
語
史
研
究
の
視
点
﹂︵
専
修
大
学
︶
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
日
本
語
文
法
学
会
第
一
回
大
会
・
設
立
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
講
演
︵
京
都
教
育
大
学
︶
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
国
際
学
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
﹁
日
本
語
研
究
の
将
来
展
望
﹂
講
演
︵
国
立
国
語
研
究
所
︶
【
職
務
上
の
実
績
に
関
す
る
事
項
︼
二
〇
〇
三
年
四
月
大
学
設
置
・
学
校
法
人
審
議
会
専
門
委
員
︵
～
二
〇
〇
九
年
三
月
︶
二
〇
〇
三
年
四
月
大
学
評
価
・
学
位
授
与
機
構
学
位
審
査
臨
時
専
門
委
員
︵
～
二
〇
〇
五
年
三
月
︶
二
〇
〇
八
年
科
学
技
術
･
学
術
審
議
会
学
術
分
科
会
学
術
研
究
推
進
部
会
﹁
国
語
に
関
す
る
学
術
研
究
の
推
進
に
関
す
る
委
員
会
﹂
委
員
二
〇
一
〇
年
四
月
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
委
員
会
専
門
委
員
︵
～
二
〇
一
一
年
三
月
︶
二
〇
一
二
年
四
月
文
化
庁
文
化
審
議
会
臨
時
委
員
︵
国
語
分
科
会
︶︵
～
二
〇
一
六
年
三
月
︶
二
〇
一
二
年
日
本
学
術
振
興
会
平
成
二
四
年
度
卓
越
し
た
大
学
院
拠
点
形
成
支
援
補
助
金
事
業
委
員
会
委
員
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【
著
書
︑
学
術
論
文
等
の
名
称
︼
一
著
書
『ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
日
本
文
法
﹄︵
共
著
︑
一
九
八
七
・
四
︑
桜
楓
社
︶
『フ
ロ
ッ
ピ
ー
版
古
典
対
照
語
い
表
お
よ
び
使
用
法
﹄︵
共
著
︑
一
九
八
九
・
九
︑
笠
間
書
院
︶
『古
代
日
本
語
動
詞
の
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
︱
源
氏
物
語
の
分
析
︱
﹄︵
単
著
︑
一
九
九
二
・
五
︑
ひ
つ
じ
書
房
︶
『日
本
語
要
説
﹄︵
共
著
︑
一
九
九
三
・
五
︑
ひ
つ
じ
書
房
︶
『日
本
語
文
法
の
諸
問
題
高
橋
太
郎
先
生
古
希
記
念
論
文
集
﹄︵
共
著
︑
一
九
九
六
・
一
一
︑
ひ
つ
じ
書
房
︶
『日
本
語
の
文
法
﹄︵
共
著
︑
二
〇
〇
五
・
四
︑
ひ
つ
じ
書
房
︶
『古
代
日
本
語
の
時
間
表
現
の
形
態
論
的
研
究
﹄︵
単
著
︑
二
〇
〇
九
・
二
︑
ひ
つ
じ
書
房
博
士
論
文
︶
『現
古
辞
典
﹄︵
共
著
︑
二
〇
一
二
・
三
︑
河
出
書
房
新
社
︶
『語
形
対
照
古
典
日
本
語
の
時
間
表
現
﹄︵
単
著
︑
二
〇
一
二
・
七
︑
笠
間
書
院
︶
『日
本
古
典
対
照
分
類
語
彙
表
﹄︵
共
著
︑
二
〇
一
四
・
六
︑
笠
間
書
院
︶
二
学
術
論
文
｢結
果
表
現
の
使
用
助
詞
ニ
と
ト
に
よ
る
相
違
﹂︵
単
著
︑
一
九
七
四
・
三
︑
未
公
刊
修
士
論
文
︶
｢中
古
に
於
け
る
動
詞
﹁
ナ
ル
﹂
の
用
法
と
助
詞
﹁
ニ
・
ト
﹂
の
相
関
﹂︵
単
著
︑
一
九
七
五
・
二
︑﹃
国
語
と
国
文
学
﹄
︵
六
一
二
号
︶
五
六
︱
七
一
︶
｢指
定
辞
﹁
ニ
テ
﹂
の
句
格
﹂︵
単
著
︑
一
九
七
八
・
二
︑﹃
山
形
大
学
紀
要
︵
人
文
科
学
︶﹄︵
九
巻
一
号
︶
一
四
五
︱
一
九
一
︶
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｢情
態
副
詞
の
性
質
に
つ
い
て
の
小
見
﹂︵
単
著
︑
一
九
八
〇
・
一
︑﹃
山
形
大
学
紀
要
︵
人
文
科
学
︶
﹄︵
九
巻
三
号
︶
二
八
七
︱
三
二
二
︶
｢タ
リ
活
用
形
容
動
詞
の
通
時
的
変
化
傾
向
と
そ
の
要
因
﹂︵
単
著
︑
一
九
八
二
・
三
︑﹃
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
﹄︵
一
三
巻
四
号
︶
八
九
︱
一
二
一
︶
｢中
古
に
於
け
る
評
価
性
の
連
用
修
飾
に
つ
い
て
﹂︵
単
著
︑
一
九
八
三
・
三
︑﹃
日
本
語
学
﹄︵
二
巻
三
号
︶
五
八
︱
六
七
︶
｢﹁
き
﹂
﹁
け
り
﹂
の
意
味
と
そ
の
学
説
史
﹂︵
単
著
︑
一
九
八
三
・
三
︑﹃
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
﹄︵
一
六
巻
三
号
︶
八
四
︱
一
四
九
︶
｢︿
ナ
リ
述
語
﹀
と
︿
タ
リ
述
語
﹀﹂︵
単
著
︑
一
九
八
五
・
一
〇
︑﹃
日
本
語
学
﹄︵
四
巻
一
〇
号
︶
五
三
︱
六
八
︶
｢動
詞
の
形
態
論
︱
テ
ン
ス
︱
﹂︵
単
著
︑
一
九
八
六
・
一
︑﹃
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
﹄︵
五
一
巻
三
号
︶
八
三
︱
八
八
︶
｢古
典
文
法
研
究
の
歴
史
か
ら
︱
完
了
の
助
動
詞
ツ
・
ヌ
の
場
合
︱
﹂︵
単
著
︑
一
九
八
六
・
八
︑﹃
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
﹄︵
五
一
巻
八
号
︶
二
九
︱
三
八
︶
｢
O
siste
m
a
te
m
p
o
ra
l
d
a
L
ín
g
u
a
Ja
p
o
n
e
sa
n
a
s
n
a
rra
tiv
a
s
c
lá
ssic
a
s﹂︵
単
著
︑
一
九
八
八
・
三
︑
E
stu
d
o
s
Ja
p
o
n
e
se
s
七
8
七
︱
九
二
︶
｢現
代
日
本
語
と
古
代
日
本
語
の
テ
ン
ス
﹂︵
単
著
︑
一
九
九
〇
・
一
︑﹃
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
﹄︵
五
五
巻
一
号
︶
一
一
一
︱
一
一
六
︶
｢ウ
ェ
イ
ラ
ン
ド
﹃
修
身
論
﹄
の
語
彙
﹂︵
単
著
︑
一
九
九
〇
・
三
︑﹃
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
﹄︵
二
一
巻
一
・
二
号
︶
二
九
五
︱
三
一
六
︶
｢古
代
語
文
法
研
究
の
た
め
に
﹂︵
単
著
︑
一
九
九
一
・
一
︑﹃
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
﹄︵
五
六
巻
一
号
︶
八
〇
︱
八
三
︶
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｢完
了
の
助
動
詞
の
ア
ス
ペ
ク
ト
的
意
味
︱
源
氏
物
語
の
移
動
・
移
し
替
え
動
詞
の
場
合
︱
﹂︵
単
著
︑
一
九
九
一
・
六
︑﹃
国
語
学
﹄
︵
一
六
五
集
︶
六
七
︱
八
〇
︶
｢古
代
語
の
文
法
現
象
﹂︵
単
著
︑
一
九
九
三
・
一
︑﹃
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
﹄︵
五
八
巻
一
号
︶
一
四
五
︱
一
五
五
︶
｢時
間
表
現
の
変
遷
﹂︵
単
著
︑
一
九
九
三
・
二
︑﹃
言
語
﹄︵
二
二
巻
二
号
︶
六
〇
︱
六
七
︶
｢源
氏
物
語
会
話
文
に
お
け
る
動
詞
基
本
形
の
ア
ス
ペ
ク
ト
的
意
味
﹂︵
単
著
︑
一
九
九
三
・
二
︑﹃
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
﹄︵
二
四
巻
二
・
三
号
︶
三
五
︱
六
四
︶
｢時
の
助
動
詞
か
ら
み
た
古
典
の
テ
キ
ス
ト
﹂︵
単
著
︑
一
九
九
三
・
一
〇
︑﹃
月
刊
国
語
教
育
﹄︵
一
一
月
号
︶
一
四
︱
一
七
︶
｢古
典
語
と
日
本
語
教
育
﹂︵
単
著
︑
一
九
九
五
・
七
︑﹃
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
﹄︵
六
〇
巻
七
号
︶
一
三
九
︱
一
四
四
︶
｢ア
ス
ペ
ク
ト
︱
︱
チ
ベ
ッ
ト
語
と
古
代
日
本
語
の
e
v
id
e
n
tia
lity
に
関
連
し
て
︱
︱
﹂︵
単
著
︑
一
九
九
六
・
七
︑﹃
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
﹄︵
六
一
巻
七
号
︶
一
二
︱
一
八
︶
｢古
典
文
法
を
ど
う
見
な
お
す
か
﹂︵
単
著
︑
一
九
九
七
・
四
︑﹃
日
本
語
学
﹄︵
一
六
巻
四
号
︶
四
六
︱
五
四
︶
｢﹁
た
り
﹂
と
﹁
り
﹂
＝
継
続
と
完
成
の
表
現
﹂︵
単
著
︑
一
九
九
八
・
一
〇
︑﹃
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
﹄︵
四
三
巻
一
号
︶
七
〇
︱
七
七
︶
｢源
氏
物
語
に
お
け
る
﹁
け
り
﹂﹂︵
単
著
︑
一
九
九
八
・
一
二
︑﹃
む
ら
さ
き
﹄︵
三
五
輯
紫
式
部
学
会
︶
一
五
︱
二
六
︶
｢宇
津
保
物
語
に
お
け
る
基
本
形
の
テ
ン
ス
︱
︱
古
代
語
の
テ
ン
ス
に
お
け
る
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ー
の
問
題
﹂︵
単
著
︑
一
九
九
九
・
三
︑﹃
国
語
学
﹄︵
一
九
六
集
︶
五
〇
︱
六
二
︶
｢古
代
日
本
語
の
ア
ス
ペ
ク
ト
︱
︱
現
代
日
本
語
と
比
較
し
て
﹂︵
単
著
︑
一
九
九
九
・
一
二
︑﹃
台
湾
日
本
語
文
学
報
﹄
︵
一
四
︶
一
︱
二
三
︶
専修国文 第98号 20
｢メ
ノ
マ
エ
性
﹂︵
単
著
︑
二
〇
〇
〇
・
四
︑﹃
日
本
語
学
﹄︵
一
九
巻
五
号
︶
二
一
二
︱
二
一
四
︶
｢﹁
き
﹂
﹁
け
り
﹂
論
の
論
点
﹂︵
単
著
︑
二
〇
〇
〇
・
一
二
︑﹃
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
﹄︵
四
五
巻
一
四
号
︶
二
八
︱
三
五
︶
｢古
代
日
本
語
研
究
の
新
時
代
︱
︱
動
詞
の
形
態
論
﹂︵
単
著
︑
二
〇
〇
一
・
一
︑﹃
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
﹄
︵
六
六
巻
一
号
︶
八
七
︱
九
五
︶
｢時
間
的
局
在
性
と
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
︱
︱
古
代
日
本
語
の
事
例
か
ら
︱
︱
﹂︵
単
著
︑
二
〇
〇
一
・
九
︑
﹃
日
本
語
文
法
﹄
︵
一
号
︑
日
本
語
文
法
学
会
︶
二
四
︱
四
〇
︶
｢古
代
日
本
語
に
お
け
る
完
成
相
非
過
去
形
︵
ツ
・
ヌ
形
︶
の
意
味
﹂︵
単
著
︑
二
〇
〇
二
・
八
︑﹃
国
語
と
国
文
学
﹄︵
九
四
五
号
︶
四
九
︱
六
二
︶
｢対
照
研
究
の
可
能
性
﹂︵
単
著
︑
二
〇
〇
三
・
五
︑﹃
日
中
言
語
対
照
研
究
論
集
﹄︵
五
号
︶
一
︱
九
︶
｢日
本
語
の
時
間
表
現
﹂︵
単
著
︑
二
〇
〇
四
・
八
︑﹃
日
語
日
文
学
研
究
﹄︵
五
〇
号
︑
韓
国
日
語
日
文
学
会
︶
一
九
︱
二
八
︶
｢﹁
見
ゆ
﹂
と
﹁
見
え
た
り
﹂
の
ち
が
い
に
つ
い
て
﹂︵
単
著
︑
二
〇
〇
四
・
一
二
︑﹃
む
ら
さ
き
﹄︵
四
一
輯
︶
六
八
︱
七
二
︶
｢テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
研
究
と
連
語
︱
︱
古
代
日
本
語
の
﹁
思
ふ
﹂﹂︵
単
著
︑
二
〇
〇
五
・
七
︑﹃
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
﹄︵
七
〇
巻
七
号
︶
一
六
六
︱
一
八
〇
︶
｢古
代
日
本
語
の
﹁
思
ふ
﹂
の
条
件
形
に
お
け
る
主
語
の
交
代
現
象
﹂︵
単
著
︑
二
〇
〇
六
・
一
二
︑﹃
日
語
研
究
&
﹄
北
京
大
学
︑
三
︱
二
一
︶
｢古
典
文
学
研
究
に
と
っ
て
の
語
彙
研
究
︱
特
徴
語
彙
か
ら
み
た
枕
草
子
と
徒
然
草
﹂︵
単
著
︑
二
〇
〇
七
・
一
︑﹃
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
﹄︵
七
二
巻
一
号
︶
一
二
八
︱
一
三
五
︶
｢古
代
日
本
語
の
形
態
論
﹂︵
単
著
︑
二
〇
〇
八
・
一
二
︑﹃
日
語
学
習
与
研
究
﹄︽
日
語
学
習
与
研
究
︾
雑
誌
社
︵
一
三
九
号
︶
一
︱
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五
︶
｢過
去
・
現
在
・
未
来
は
何
が
表
す
の
か
︱
︱
近
代
文
語
文
典
の
時
制
認
識
︱
︱
﹂︵
単
著
︑
二
〇
〇
九
・
一
〇
︑﹃
国
語
と
国
文
学
﹄
︵
一
〇
三
一
号
︶
一
︱
一
六
︶
｢日
本
語
史
に
お
け
る
条
件
＝
時
間
＝
理
由
関
係
の
表
現
方
法
と
ム
ー
ド
・
テ
ン
ス
の
変
化
﹂︵
単
著
︑
二
〇
一
二
・
九
︑﹃
日
本
語
文
法
﹄︵
一
二
巻
二
号
︶
三
︱
二
三
︶
｢と
り
つ
け
の
連
語
と
し
て
の
﹁
扇
を
さ
し
隠
す
﹂﹂︵
単
著
︑
二
〇
一
二
・
一
二
︑﹃
む
ら
さ
き
﹄︵
四
九
輯
︶
六
六
︱
七
一
︶
｢橋
本
進
吉
の
講
義
﹃
国
語
法
概
論
﹄
の
筆
記
︵
#
︶﹂︵
単
著
︑
二
〇
一
二
・
一
一
︑﹃
専
修
大
学
人
文
科
学
研
究
所
月
報
﹄︵
二
六
〇
号
︶
一
︱
四
五
︶
｢橋
本
進
吉
の
講
義
﹃
国
語
法
概
論
﹄
の
筆
記
︵

︶﹂︵
単
著
︑
二
〇
一
三
・
五
︑﹃
専
修
大
学
人
文
科
学
研
究
所
月
報
﹄︵
二
六
四
号
︶
一
︱
五
五
︶
｢研
究
報
告
分
類
番
号
順
古
典
語
彙
表
﹂︵
共
著
︑
二
〇
一
三
・
三
︑
学
習
院
大
学
編
集
・
発
行
﹃
学
習
院
大
学
計
算
機
セ
ン
タ
ー
年
報
﹄︵
三
三
号
︶
一
︱
七
九
︶
｢古
典
日
本
語
に
お
け
る
対
象
を
表
す
は
だ
か
格
と
ヲ
格
︱
宇
津
保
物
語
を
資
料
と
し
て
︱
﹂︵
単
著
︑
二
〇
一
四
・
四
︑
類
型
学
研
究
会
﹃
類
型
学
研
究
﹄︵
四
号
︶
三
四
︱
五
七
︶
｢﹁
に
く
む
﹂
﹁
う
ら
む
﹂
に
お
け
る
︿
心
理
的
な
か
か
わ
り
﹀
へ
の
移
行
﹂︵
単
著
︑
二
〇
一
四
・
一
二
︑
日
本
語
文
法
研
究
会
﹃
研
究
会
報
告
﹄︵
三
六
号
︶
連
語
論
研
究
︿
Ⅲ
﹀
二
一
︱
二
八
︶
｢増
渕
恒
吉
教
授
に
よ
る
橋
本
進
吉
の
講
義
﹁
日
本
文
法
論
﹂
筆
記
﹂︵
単
著
︑
二
〇
一
五
・
九
︑﹃
専
修
国
文
﹄︵
九
八
号
︶
一
︱
八
四
︶
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｢︻
資
料
紹
介
︼
釘
本
久
春
所
持
資
料
︱
﹁
第
二
回
国
語
対
策
協
議
会
速
記
録
︵
第
一
日
︶
﹂
及
び
﹁
日
本
語
教
科
用
図
書
調
査
会
会
議
報
告
﹂
︱
﹂︵
共
著
︑
二
〇
一
五
・
一
二
︑﹃
専
修
大
学
人
文
科
学
所
月
報
﹄︵
二
七
九
号
︶︶
三
そ
の
他
｢指
定
辞
ト
シ
テ
・
ニ
シ
テ
の
句
格
﹂︵
単
著
︑
一
九
七
七
・
九
︑﹁
松
村
明
教
授
還
暦
記
念
国
語
学
と
国
語
史
﹂︵
松
村
明
教
授
還
暦
記
念
会
編
明
治
書
院
全
一
二
二
〇
頁
︶
三
四
七
︱
三
六
五
︶
｢漢
語
ナ
リ
活
用
形
容
動
詞
の
史
的
性
格
に
つ
い
て
﹂︵
単
著
︑
一
九
八
三
・
一
〇
︑﹃
副
用
語
の
研
究
﹄︵
渡
辺
実
編
・
明
治
書
院
全
四
七
六
頁
︶
三
七
九
︱
四
〇
三
︶
｢石
行
寺
蔵
大
般
若
経
の
字
音
に
つ
い
て
﹂︵
単
著
︑
一
九
八
六
・
三
︑﹃
築
島
裕
博
士
還
暦
記
念
国
語
学
論
集
﹄
︵
築
島
裕
博
士
還
暦
記
念
会
編
明
治
書
院
全
五
六
二
頁
︶
一
九
四
︱
二
一
九
︶
｢古
代
日
本
語
の
過
去
形
式
の
意
味
﹂︵
単
著
︑
一
九
八
六
・
一
〇
︑﹃
松
村
明
教
授
古
稀
記
念
国
語
研
究
論
集
﹄︵
松
村
明
教
授
古
稀
記
念
会
編
明
治
書
院
全
八
八
二
頁
︶
一
〇
六
︱
一
三
一
︶
｢古
文
に
お
け
る
六
つ
の
時
の
助
動
詞
﹂︵
単
著
︑
一
九
八
七
・
四
︑﹃
国
文
法
講
座

﹄︵
明
治
書
院
全
四
三
五
頁
︶
二
七
三
︱
三
〇
九
︶
｢ウ
ェ
イ
ラ
ン
ド
﹃
修
身
論
﹄
の
漢
字
﹂︵
単
著
︑
一
九
八
八
・
一
〇
︑﹃
漢
字
講
座
(
﹄︵
佐
藤
喜
代
治
編
明
治
書
院
全
三
九
〇
頁
︶
一
二
八
︱
一
六
四
︶
｢ウ
ェ
イ
ラ
ン
ド
修
身
論
の
漢
語
訳
語
﹂︵
単
著
︑
一
九
八
八
・
一
〇
︑﹃
此
島
正
年
博
士
喜
寿
記
念
国
語
語
彙
語
法
論
叢
﹄︵
此
島
正
年
博
士
喜
寿
記
念
会
編
桜
楓
社
全
七
四
四
頁
︶
二
〇
八
︱
二
二
六
︶
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｢文
の
構
成
単
位
と
品
詞
﹂︵
単
著
︑
一
九
八
九
・
三
︑﹃
講
座
日
本
語
と
日
本
語
教
育
&
﹄︵
北
原
保
雄
編
明
治
書
院
全
四
一
三
頁
︶
五
三
︱
七
二
︶
｢自
動
詞
と
他
動
詞
﹂︵
単
著
︑
一
九
九
〇
・
二
︑﹃
別
冊
国
文
学
№
三
八
古
典
文
法
必
携
﹄
︵
学
燈
社
︶
四
六
︱
五
四
︶
｢中
古
に
お
け
る
畳
語
形
式
の
情
態
副
詞
の
機
能
と
意
味
﹂︵
単
著
︑
一
九
九
三
・
一
〇
︑﹃
国
語
研
究
﹄︵
松
村
明
先
生
喜
寿
記
念
会
編
明
治
書
院
全
九
九
〇
頁
︶
一
〇
五
︱
一
二
七
︶
｢擬
声
語
・
擬
態
語
﹂︵
単
著
︑
一
九
九
四
・
一
一
︑﹃
古
代
文
学
講
座
3
こ
と
ば
の
神
話
学
﹄︵
古
橋
信
孝
︑
三
浦
祐
之
︑
森
朝
男
編
勉
誠
社
全
二
三
三
頁
︶
二
〇
〇
︱
二
一
二
︶
｢メ
ノ
マ
エ
性
と
視
点
︵
Ⅰ
︶
︱
移
動
動
詞
の
～
タ
リ
・
リ
形
と
～
ツ
形
︑
～
ヌ
形
の
ち
が
い
︱
﹂︵
単
著
︑
一
九
九
五
・
一
〇
︑﹃
築
島
裕
博
士
古
稀
記
念
国
語
学
論
集
﹄︵
築
島
裕
博
士
古
稀
記
念
会
編
汲
古
書
院
全
一
二
一
二
頁
︶
一
九
八
︱
二
一
九
︶
｢メ
ノ
マ
エ
性
と
視
点
︵
Ⅱ
︶
︱
移
動
動
詞
の
基
本
形
を
中
心
に
︱
﹂︵
単
著
︑
一
九
九
六
・
六
︑
﹃
山
口
明
穂
先
生
還
暦
記
念
国
語
学
論
集
﹄︵
山
口
明
穂
先
生
還
暦
念
会
編
明
治
書
院
全
六
一
六
頁
︶
一
一
三
︱
一
五
四
︶
｢上
代
語
﹁
け
り
﹂
の
意
味
﹂︵
単
著
︑
一
九
九
七
・
一
〇
︑﹃
日
本
語
文
法
体
系
と
方
法
﹄
︵
川
端
善
明
・
仁
田
義
雄
編
ひ
つ
じ
書
房
全
四
五
七
頁
︶
一
七
一
︱
一
九
〇
︶
｢助
動
詞
か
ら
の
ぞ
か
れ
る
べ
き
﹁
け
り
﹂
に
つ
い
て
﹂︵
単
著
︑
一
九
九
八
・
二
︑﹃
東
京
大
学
国
語
研
究
室
創
設
百
周
年
記
念
国
語
研
究
論
集
﹄︵
汲
古
書
院
全
一
三
四
〇
頁
︶
一
七
六
︱
一
九
四
︶
｢テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
を
文
法
史
的
に
み
る
﹂︵
単
著
︑
二
〇
〇
四
・
六
︑﹃
朝
倉
日
本
語
講
座
4
文
法
Ⅱ
﹄︵
朝
倉
書
店
全
三
〇
五
頁
︶
一
一
四
︱
一
三
四
︶
｢古
代
日
本
語
に
お
け
る
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
体
系
と
ケ
リ
形
の
役
割
﹂︵
単
著
︑
二
〇
〇
四
・
九
︑﹃
飛
田
良
文
先
生
退
任
記
念
論
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集
﹄︵
東
京
堂
全
五
七
四
頁
︶
四
二
七
︱
四
四
一
︶
｢訓
点
資
料
に
お
け
る
﹁
い
へ
り
﹂
と
﹁
い
ふ
﹂﹂︵
単
著
︑
二
〇
〇
五
・
一
〇
︑﹃
築
島
裕
博
士
傘
寿
記
念
国
語
学
論
集
﹄︵
汲
古
書
院
全
七
九
八
頁
︶
一
八
九
︱
二
一
一
︶
｢古
代
日
本
語
の
心
理
表
現
に
お
け
る
恒
常
性
・
客
観
性
と
過
程
性
﹂︵
単
著
︑
二
〇
〇
六
・
三
︑﹃
こ
と
ば
の
科
学
一
一
﹄︵
む
ぎ
書
房
全
四
一
二
頁
︶
一
八
三
︱
二
〇
六
︶
｢橋
本
進
吉
の
文
法
論
と
学
校
文
法
へ
の
採
用
︑
影
響
﹂︵
単
著
︑
二
〇
〇
七
・
九
︑﹃
日
本
語
論
究
昭
和
前
期
日
本
語
の
問
題
点
﹄
13
︵
明
治
書
院
全
三
五
一
頁
︶
三
〇
九
︱
三
三
三
︶
｢日
本
語
の
時
間
表
現
に
つ
い
て
︱
古
典
語
と
現
代
語
の
接
点
︱
﹂︵
単
著
︑
二
〇
一
四
・
六
︑
中
国
日
語
教
育
文
集
之
一
〇
﹃
中
日
跨
文
化
交
流
研
究
﹄
一
︱
一
八
︶
｢古
田
東
朔
近
現
代
日
本
語
生
成
史
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
﹂︵
全
六
巻
︑
共
編
︑
二
〇
一
〇
・
五
～
二
〇
一
四
・
一
二
︑
く
ろ
し
お
出
版
︶
｢古
典
語
に
お
け
る
文
体
と
対
格
形
式
お
よ
び
構
文
的
機
能
と
の
関
係
﹂︵
二
〇
一
五
年
一
月
一
一
日
︑
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